
新型 コ ロ ナ 特集
2 病床運営 と 看護師の動 き

新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染症 に お け る 看護部 の 対応

近藤真理子

大阪府済生会中津病院 看護管理室 看護部長

当院では ， 2020年 3 月から新型 コロ ナウ イル ス感染

症患者の入院受け入れを行 ってきた。

情報が 少ない中で職員の心身の健康を守 り ながら患

者へのケ ア や病院の機能を維持 するという 厳しい状況

に直面した。 新型 コロナウ イル ス 感染症に対応して実

感したことは ， 医療者と患者との接触を最小限に減 ら

そ う と試み ても ， 看護 師と患者との接触を なく すこと

はできなかった。

社会的 役割と感染症拡大の状況 ， 看護職員の 人 員確

保の状況や職員の安全確保を常に 念頭に憧きながら ，
組織としての決定に稜極的に 参画していった。

看護職員の人員調整

1 . 感染対策のための業務量増加によ る 相対的な人員

不足

看護部が直面した 大きな問 題の一 つが， 人 員 調 整で

あった。 新型 コロ ナウ イル ス感染症への対応には ， 個

人防護具の着用や頻回 な 手 指 消毒 などが必須と な り ，
同 じ 業務を行う にしても 時閻を要し相 対的 な 人 員不足

が生 じ ていた。 個人防護具を着用した状態での対応に

は ， 通常 よりも 人 員が必要であった。

新型 コロナウ イル ス感染症の症状と類似の症状を 示

す患者には ， 同様の感染対策が必要とされ， 救 急 搬送

された患者 ， 緊 急 人院の患者 ， 予定入院の患者 ， 人院

中の患者でも疑 わしい症状が出現した場合には ， その
都度個室管理に変更 する など追加の業務が生 じ た。 こ

のことによって陽性患者だ けでは なく， その倍近くの

患者に対し， 感染対策が必要にな った。

新型 コロ ナウ イル ス感染症流行当初は ， P CR検査体

制が整 って おら ず ， 陰性と わかるまでに時間を要し， 陽

性者の隔離解除には 2回の陰性確認が必須であったこ
とも ， 対応 する患者が減 ら ないことにつ ながっていた。
2 .  人員確保の困難 さ

子どもの学校の休校 ， 保育園の自 粛閉園のために職

員の出勤者数 が減 った。 さ らに， 戦 員の水 平感染や院

内 ク ラ スタ一 を予防 する ために軽微であっても疑 わし

受付け：令和 4 年 6 月24日

い症状がある職員や濃厚接触を疑 う 戦 員では ， 長期 間

の就業停止が必要であった。 そのため 多 くの部署が欠

員を補完しあった。

特に第 6 波は ， 感染力が強く職員の陽性者や濃厚接

触による出勤停止者数 が 多く， ま た同 時に複数 のク ラ

スター が発 生し， 人 員確保に苦慮した。

3 .  新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス感染症対応のための人員配置

の変更

病床機能の変更 ， 中等症・重症入院患者数 の増加 ，
対応病棟の業務量増加 などに対応して 人 員の配置変更

や勤務の変更が必要であり ， 通常の勤務部署を超えて ，

多 くの看護 師が協力体 制を組む 必要が生 じ た。 多くの

看護 師が通常とは違 った場所での勤務を求め られ， 勤
務表を何度も組み 直し， それぞれの部署の管理者が不

足 人数 と応援可能 人数 を 日 々 調 整し， 臨機応変に対応

した。

北13階病棟のコロ ナ病床立 ち 上げ 時には ， 人 員確保

のために中 9 階病棟（小児科 病棟） の一 時休床 ， 北14

階病棟（ 地域包括 ケ ア病床） の 返床を会議で決定し 人
員の確保と配置を行 った。 北13階病棟の軽症・中等症

の病棟では ， 看護 師 配置 7対 1 配置から 5 対 1 配置を

目安に増 員し， 夜勤も 4 人 体 制で 実施し， RCUの重

症病床では ， 2 対 1 配置から1.5 対 1 配置を目安に増

員して 対応を行 った。

コロナ専門病床で働く職員の選定にあた り ， 本 人の

意思確認や妊娠 中や 基 礎疾患のある スタッフ ， 子ども

や高齢者と同居している スタッフ ヘの配慮や ， 新入戦

員は新型 コロナウ イル ス 感染症患者へ 直接 対応しない

よう な部署への配置 など戦 員の安全を守 る ため の 人 員

配置を行 った。

個人防護具の不足や病棟施設利用の変更

1 . 個人防護具等の物 的資源不足への不安

マ ス ク は品薄にな り ， 業者からの安定供給も見込め

なくな り ， 個人防護具等が不足 ， あるいは不足 するか
もしれないという 不安があり ， スタッフの安全を守 り
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2 病床運営 と 看護師 の 動 き

っ っ ， 医療材料 の 使用制限 も 同 時 に か け な け れ ば な ら

な い ジ レ ン マ ， 未知 の ウ ィ ル ス を相手 に せ め ぎ合 い の

日 々 で あ っ た 。 職員 で手作 り フ ェ イ ス シ ー ル ド ， 手作

り ガ ウ ン な ど の 作成を行 う と と も に 既製品 の 優先使用

部署 を 決定 し た 。 ま た ， 部屋 に モ ニ タ ー カ メ ラ を設置

す る な ど， 入室機会 を 減 ら す な ど不足 し な い た め の 準

備や工夫 を 行 っ た 。 現場で は数 の 不足へ の 不安 は も ち

ろ ん の こ と ， 使用 し や す い 防護具で あ る か と い う こ と

も 対応戦員 の 負担感 に 関係 し た 。

2 .  病棟施設の利用 方法や運用変更

新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染症受 け入れ病床の変更の都

度， 器材庫や デ イ ル ー ム を感染予 防 に 必要 な 個人防護

具 の 置 き 場 と し て利用 し ， 感染予 防 に 配慮 し た 安全 な

診療 の た め の ス ペ ー ス の 確保， ゾ ー ニ ン グ， 運用 変更

な ど を行 っ た 。

ま た ， 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス を 除外す る た め の 受 け 入

れ病床 の 準備 の 際 に も 同様の準備 を繰 り 返 し 行 っ た 。

接触を伴 う 看護ケ ア に お け る 困難

隔離 を 行 い ， 個人防護具 を着用 し な が ら も 看護 ケ ア

は変わ り な く 行わ れ， 日 常生活 に 介助が必要 な 患者や

認知症で部屋 に と ど ま れ な い 患者 も 多 く い た 。 医療者

が個人防護具 を着用 し て接す る こ と に よ り ， 患者 の 混

乱 を招 き ， せ ん 妄状態 を助長 し た こ と も あ っ た 。 看護

ケ ア の方法を簡単 に は変更す る こ と は で き ず， 長時間，

個人防護具 を装着 し て の ケ ア が必要だ っ た 。 身体介護

の み で は な く ， 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染症 に 罹患 し た

こ と に よ る 精神 的 な ケ ア を必要 と す る 患者 も 多 く ， 在

室時閲が長 く な る こ と も あ っ た 。

職員の メ ン タ ルサポ ー ト

新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染症 の 対応 を し て い る こ と を

家族 に 言 え な い ， 携わ っ て い な い 戦員か ら の 風評被害

も あ る な ど対応 し て い る 職員 か ら は そ の よ う な 声 も 聞

か れ た 。 同居家族へ の 感染 リ ス ク を 回避す る た め に 家

族 と 離れ て 暮 ら す職員 も い た 。 自 分 自 身 の 感染 は も ち

ろ ん， 家族への感染， 差別的な言動への不安な どがあ っ

た 。 院内感染防止 と 戦員 の 安全確保 ・ 負担軽減が最優

先事項であ り ， 戦員への正確な情報伝達や ス ト レ ス チ ェ ッ

ク 表を用 い た面接を行 う な ど， 管理者 に よ る 支援を行 っ

て い る 。 マ ニ ュ ア ル類が整え ら れ て い っ た こ と や ， 実

際 に 対応 し て い る 職員 に 感染が起 こ っ て い な い 事実が

積み重ね ら れ る う ち に 戦員 の 安心感 は少 し 増 し た 。 病

院か ら ホ テ ル の 宿泊 サ ポ ー ト や 働 く 現場 の ゾ ー ニ ン グ

や病棟施設利用 の 変更 に 伴 う レ イ ア ウ ト 変更， 必要 な

資材 の 運搬 ・ 設屑， モ ニ タ ー カ メ ラ の 設置， 空調換気

シ ス テ ム や 陰圧装置 に よ る 安全性 の 確保 に よ る 物的資

源 の 謁整 な ど病院職員 に よ る 様 々 な 支援， そ し て患者

さ ん や社会か ら の ね ぎ ら い や応援 の 言葉が現場 の 励 み

と な っ た 。

し か し ， 今 も 日 常生活へ の 規制， 黙食， マ ス ク 無 し

で の 会話 の 禁止 は， 戦員 の 窮屈 感 を 強 め 続 け て い る 。

特 に 看護師 は 日 中 だ け で な く 夜勤時間 の 行動 も 問 わ れ

る 。 通常時 は職員間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が重要視 さ

れ て い る が， そ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が制限 さ れ た 状

況で あ る 。 ま た ， ど こ に 潜ん で い る か わ か ら な い ゥ ィ

ル ス を 自 分が い つ 持 ち 込ん で し ま う か と い う 感染予防

を意識 し た生活ス タ イ ルを送 る こ と が求め ら れ， プ レ ッ

シ ャ ー の 中 で 日 常生活 を送 っ て い る 。

倫理的 な ジ レ ン マ

一時的 な 健診部門や手術 の 延期， 救急車 の 受 け入れ

中止， 外来 の 縮小 な ど， 職員 や 受 け 入れ患者 の 安全 を

確保す る た め の 決断 と わ か っ て い て も 現場 に は不全感

が残 っ た 。 ま た 新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感染症患者受入当

初 は患者 と の 接触 を減 ら す こ と が求 め ら れ る な か で，

高齢者 ケ ア や転倒転落予防 な ど 自 分 た ち が大切 に し て

い た 看護を実施で き な か っ た こ と も 戦員 た ち は ジ レ ン

マ を感 じ て い た 。 目 の 前 の こ と に 全力 で対応 し な が ら

も 常 に ジ レ ン マ が生 じ て い る 状況で あ っ た 。 し か し ，

看護師 た ち は， ど の よ う に す れ ば感染 リ ス ク を 最小限

に し な が ら 患者 に 安全 に ケ ア を提供で き る か を考 え 実

践 し て い っ た 。

新 し く 生 じ た業務 と 患者 • 他職種がで き な い業務 に よ

る 看護師の負担

通常時 は タ ス ク シ フ ト で き て い る 業務や家族や患者

本人がで き て い た こ と が， 看護師に集中す る こ と が あ っ

た 。 例 え ば， 買 い 物 や 日 常 の 部屋 ・ ト イ レ 清掃 な ど多

く の 業務 を看護師が行わ な け れ ば な ら ず， 大 き な 負担

と な っ て い る 。 面会制限 に よ る 着替え の 洗濯や荷物 の

受 け渡 し は ど う す る の か， 退院 に 向 け て の カ ン フ ァ レ

ン ス ， 面会制限下 で の リ モ ー ト 面会 の実施な ど 日 々 現

場で は 様 々 な 問題が生 じ た 。 感染予防対策 を と る こ と

が で き ， 患者 の 最 も そ ば に い る 看護師が こ れ ら の 問題

の調整 に あ た っ た 。

入院患者や職員 か ら 新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 陽性者が発

生す る と ， 院内感染 の 発生 を 予 防す る た め ICT の 指導

の 下， 疫学調査 の 情報収集の 協力， 接触者 の リ ス ク 評

価 の た め の 情報収集， 医師 と 共 に 患者へ の説明， PCR
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検査補助， ゾ ー ニ ン グ， 病床移動 を実施す る な ど新 し

く 業務が増 え た 。

新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染症対応 を振 り 返 り ， 新型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感染症へ の 対策を地震や火災な ど と 同様，

ー種の災害 と し て認識す る 姿勢が重要で あ る と 感 じ た。

そ の こ と に よ っ て病院が一丸 と な っ て災害時体制 に 切

り 替わ る こ と が で き ， 病院全体 と し て の迅速な 意思決

定や部門間関整， 資源投人を行 う こ と がで き た。 ま た ，

全職員 に 対 し て 自 施設 の ミ ッ シ ョ ン と 職員 を 守 る と い

う 姿勢 を 明 確 に 示 し ， 実行す る こ と で戦員 の 働 く 気持

CCU/RCUの ゾー ニ ン グ

ち が支え ら れ， 戦員 を ェ ン パ ワ ー メ ン ト し ， 総力戦 の

体制で 臨 む こ と が可能 に な っ た。

だ れ も が予測 で き な か っ た こ の よ う な 状況 の な か で

看護管理者が果 た す べ き 使命 は， す べ て の 人 に 適切 な

医療を提供で き る 体制 と し く み を つ く る こ と で あ る 。

予測で き な い 環境 の 変化 は こ の 先 も 継続す る 。 不確実

性 に 直面 し た と き に こ そ ， 心理的安全性 を 高 め ， 互 い

が信頼 し 合 い ， 尊敬 し 合 う 戦場環境が重要 と な る 。 今

回 の 様 々 な 経険か ら 多 く を 学 び， 看護部組織 と し て の

さ ら な る 成長 に つ な げて い き た い 。

2020年 1 2月 1 4 日 第 2 コ ロ ナ病棟 開設 日 の夜

秋篠宮皇嗣殿下 ご一家 と 宮家の職員の皆様
か ら の手作 り ガ ウ ン と 手書 き の メ ッ セ ー ジ

リ モ ー ト 面会
2021 年 2 月 23 日 時点で レ ス ピ レ ー タ ー管理 3 名
レ ッ ド ゾー ン に て監視カ メ ラ 設置工事中
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2 病床運営と看護 師の動き

新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス感染症対応に伴 う 病床 ・ 看護部の対応

月 日 事象

13 帰国者接触者外来開始

2 
14 東 7 階 コ ロ ナ 病床 （陽性 ・ 疑似症） 準備

3 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染症陽性患者 1 名人院

6 東 7 階 コ ロ ナ 病床 （陽性 ・ 疑似症） 増床

9 呼吸器内科特別外来開始

3 
東 7 階 コ ロ ナ 病床 （陽性 ・ 疑似症） 増床12 

23 中 1 1階入院患者か ら 陽性者が発生

中 1 1階病棟 ク ラ ス タ 一 発生 し 病棟一時閉鎖

31 東1 1階病棟一時休床

東1 1階病棟入院患者→北14階、 中 10階、 一般病
棟へ転棟

1 東棟13階 に肺炎病床準備

4 
6 東 7 階 コ ロ ナ 病床 （陽性 ・ 疑似症） 増床

20 発熱特別外来開設

23 東 7 階 コ ロ ナ 病床 （陽性 ・ 疑似症） 減床

CCU • RCU分離5 27  （一般重症患者 と コ ロ ナ 重症患者）

6 1 

7 1 

コ ロ ナ 病床 （陽性 ・ 疑似症） 受 け人れ病棟の変
更

北14階休床

13階 コ ロ ナ 病床開設

東1 1階再開

3 血液浄化療法セ ン タ ー 治療ス ケ ジ ュ ー ル調整

北13階 コ ロ ナ 病棟開設

北14階返床
8 

1 7  RCU コ ロ ナ 重症専用病床 3 床確保

東棟13階除外診断5床

中 9 階休床

北13階21床へ増床
RCU に 1名 の 軽症 ・ 中等症、 2床 の 重症受 け 入

1 1  27  れへ変更
RCUで重症患者の受け入れを開始

東 7 階休床

介護老人保健施設 ラ イ フ ケ ア 中津で ク ラ ス タ ー
13 発生

12 

14 北12階 コ ロ ナ 第二病棟開設

コ ロ ナ 病床数 対応

＼ 情報が少な く 、 適切な 感染対策や治療方法 も よ く わ か ら な い 中、 ICTを中心に感染発病者の
入院加療 に 向 け た準備を開始す る 。 診察の補助は、 JCT看護師で対応 に あ た る

・ 陰圧設備が整い 当 院 に お い て最 も 感染症対策の期待で き る 個室 1 床を コ ロ ナ 患者人院病床
合計 1 床 と し て準備す る

東 7 階 1 床 ・ 入院受け入れ時の病室 ま で の 経路な どJCT と 検討 し体制を整え る

中津病院で の最初 の 入院患者を受け人れ る 。 （大阪の ラ イ プハ ウ ス 関連の症例）

・ 新型 コ ロ ナ ウ イ ルス感染症患者の増加に伴い、 東 7 階病棟 (23床） の う ち、 陰圧設備 の 整 っ
た個室2床 と 陰圧装置 の あ る 総室を個室扱い に し 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 慇染症陽性者、 擬似

合計 3 床
症用 に 準備 し 、 病棟 ゾ ー ニ ン グを行い、 対応 ス タ ッ フ を固定 し 、 受 け人れ準備をす る 。

・ 東 7 階のER機能を縮小 し 、 重症患者を除 く 緊急 ・ 予定外入院患者 は病棟へ直接入院 と す
東 7 階 3 床 る 。

・ 中棟 1 階の 一般内科を使用 し 、 肺炎が疑わ れ る 患者の診察を を行 う
• ER機能の 中止な ど病床機能を縮小 し た東 7 階病棟看護師が診察介助を実施す る

3 月 11 日 時点で 3 床満床 と な っ た た め 予備 と し て 2 床増床 し 、 東 7 階病棟受 け人れ病床5床
に増床す る

人院患者か ら 初 め て 陽性者が発生す る

・ 3 月 23 日 、 中 11階病棟入院患者か ら 陽性者が発生 し 、 看護師等が陽性や濃厚接触者 と な り
看護師等全員が 自 宅待機 と な る 。 そ の た め東11階病棟を一時休床 (42床） し 、 看護師の確
保を行 う

合計 5 床 ・ 中 11階病棟を一時閉鎖 し 、 4 月 10 日 か ら 通常運用 を開始す る

東 7 階 5 床 ・ 東11階病棟の入院患者を回復期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン病棟、 地域包括 ケ ア 病棟、 一般急性期
病棟に移動 し 、 東11階病棟看護師等が中 11階病棟で病棟運営を行 う

• 発熱、 肺炎患者の新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感染疑い を否定す る た め の病床が必要 に な る 。 そ の
た め 感染可能性の低い患者、 検査を受 け る 患者の入院病床 と し て 中 13階病棟 に 8 床の肺炎
病床を準備 し 、 運用 す る 。 患者の ケ ア は 13階病棟看護師等で対応 し 、 夜勤の み東 7 階病棟
看護師 1 名が追加応援を行い 3 人夜勤体制 と す る 。

・ 肺炎病床用 に 13階 （東側） の デイ ル ー ム を ス タ ッ フ ス テ ー シ ョ ン に作 り 変え、 モ ニ タ ー 、
衛生材料、 電子カ ル テ等の準備を し、 病棟の ゾ ー ニ ン グ等を行 な い 受 け入れ体制を整え る 。

中 11階病棟看護師が 自 宅待機か ら 復帰 し て き た た め、 東11階病棟看護師 は 13階病棟の肺炎病
床 8 床 に 16名 の 応援 と 東 7 階病棟 に看護師等 7 名 が分散 し 応援体制 と す る

合計15床
• 発熱患者を一般内科外来、 肺炎患者を健診 セ ン タ ー 診察室 （健診業務の一時停止 の た め ）東 7 階 15床

で診療を行 う • 発熱外来 は、 JCT看護師、 受診案内看護師、 入退院支援室看護管理者が診
察介助を行 う

患者数の減少に伴い 11床に減床す る
合計11床 内科系集中治療室 (CCU/RCU) を 8 床か ら 6 床 に減 ら し 、 CCU/RCUの 間 に 2 室か ら な

東 7 階 11床 る 分離 ス ペ ー ス と 前室 を設 け る 工事 と 陰圧工事を実施す る 。 RCU3床を陽性の璽症患者受 け
人れ と し 、 CCU 3 床を非 コ ロ ナ の重症患者の受け入れ と す る

合計11床 患者数の増加 に 伴 い 増床を す る
13階 8 床

東 7 階 3 床 ・ 東11階病棟看護師の勤務が コ ロ ナ 病床や他部署応援が長期開継続 し て い た ので新た な病床
運営を決定す る 。

• 北14階病棟を休床 し 、 北14階看護師が中 13階 コ ロ ナ 病床 8 床の対応 に あ た る 。
• 13階病棟肺炎病床 ・ 東 7 階病棟 コ ロ ナ 病床の応援者の東11階病棟看護師等を東11階病棟ヘ

合計10床 戻す

13階 8 床 ・ 璽点医療機関の指定を受 け る

東 7 階 2 床 ・ 大阪府 フ ェ ー ズ 2 を発出
血液浄化療法セ ン タ ー で喘員 2 名 の 陽性者が発生 し 、 血液浄化療法セ ン タ ー 勤務経験者 に よ
る 応援をす る

・ 大阪府の フ ニ ー ズ 3 発出 に伴い新た に病床機能変更の た め 改装予定で あ っ た北13階病棟を
コ ロ ナ 専用病床 と し て準備す る

・ 簡易陰圧装置 6 個室に設醤、 生体モ ニ タ ー 増設、 モ ニ タ ー カ メ ラ 等の準備を整え る
・ 人員確保の た め に北14階病棟 （地域包括ケ ア 病棟） を返床 し 、 中 9 階病棟を一時休床す る 。

合計15床 ・ コ ロ ナ 病床に は、 新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感染症流行初期か ら 対応 に あ た っ て い た東11階病棟
北13階 13床 看護師を配置す る 。 東11階 に は 同 じ 病床機能の北14階看護師を配置す る 。 小児科病棟の看
東 7 階 2 床 護 師 は 中 13階、 そ の他の病棟に配属 し た。 北13階 コ ロ ナ 病床の看護師を 5 対 1 配置、 RC

U に 15対1配直 に す る た め人事異動を行 う 。
・ 小児科 • 免疫 ア レ ルギ ー 科等小児患者は、 13階病棟で入院加療 と す る 。
• 13階 （東側） に 新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感染症を除外す る た め の病床5床を準備す る
・ 院内PCR検査が閲始 と な る

・ 新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感染症重症患者の増加 に よ り RCUで重症患者の受け入れを開始す る
・ 大阪府の フ ェ ー ズ 3 か ら 4 への移行要請に伴い受 け入れ病床数の変更を行 う 。

・ 敷地内 に あ る 介護老人保健施設 ラ イ フ ケ ア 中津で ク ラ ス タ ー が発生す る 。
• 18時か ら 感染管理室、 看護管理室、 院長他の管理者で緊急会議を開 き 、 陽性入所者全員を

合計24床 中津病院の コ ロ ナ 専用病棟へ人院 さ せ る 決定をす る 。
軽症 ・ 中等症 ・ コ ロ ナ 専用病棟は、 21床中 18名 の 陽性患者が人院 し て い たが、 夜閥に 10名 の 陽性者の 受 け
北13階 21床 入れを行い、 入院患者数 は28床 と な る
RCU 1 床 ・ 増え る 介護老人保健施設 ラ イ フ ケ ア 中津の陽性者を受け人れ る た め、 北13階 の 階下で あ る

重症 北12階病棟を コ ロ ナ 第2病棟 と し て開設す る こ と に決定す る 。RCU 2 床 • 北12階の泌尿器科、 耳島咽喉科等専門性の あ る 患者は、 北 9 階病棟へ移動す る 。 看護 も 専
門性が要求 さ れ る た め北12階か ら 移動 し 、 北 9 階で対応す る こ と に す る 。

• 北 9 階の消化器内科人院患者で専門性の高 い患者は北 8 階の消化器内科病棟へ移動を行い、
そ の他の患者は北 9 階 に 残留 も し く は他病棟へ移動す る 。

• 北12階 コ ロ ナ 第 2 病棟は、 北9階病棟看護師等が病棟運営を行 う 。
・ 空床 に な っ た北12階病棟を専門病棟に作 り 変え夕刻か ら 前 日 の 緊急入院患者10名 と 新 た な

陽性患者13名、 計23名 の 陽性患者で稼働す る こ と に な る 。
・ 認知症高齢者が多 い た め、 室内 カ メ ラ を 10箇所、 エ レ ベ ー タ の前 にバ ー テ ー シ ョ ン の設置

次頁 に 続 ＜ を 行 う
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16 北11階病棟を休床 し 、 介護老人保健施設 ラ イ フ
ケ ア 中津へ派遣

12 

28 北13階病棟軽症中等症患者受入病床増床

30 北11階再開

14 北12階 コ ロ ナ 第二病棟か ら 一般病床へ戻す
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東9階で ク ラ ス タ ー 発生 し、 一時閉鎖

疑似症患者を含む入院か ら 陽性者 の み の 入院受
け入れへ変更

北10階 ク ラ ス タ ー 発生 し、 一時閉鎖

患者数の動向 に よ り 北13階病棟軽症中等症患者
受入病床を増減

済生会熊本病院か ら 看護師 2 名派遣応援 (5/7
ま で）

北10階 ク ラ ス タ ー 発生 し病棟一時閉鎖

北13階の軽症中等症受人病床増床

在宅療養 中 の 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染症患者へ
の訪問看護を開始

北13階の軽症中等症受入病床減床

• 他部署か ら 毎 日 一人の看護師を コ ロ ナ 専用病
棟 （北13階病棟） へ応援 ・ コ

ロ ナ 陽性妊婦、 濃厚接触者妊婦の受入の た め の
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の実施

北13階の軽症中等症受入病床増床

10 RCU増床 ・ 個室化工事、 RCU用 サ テ ラ イ ト ス
タ ッ フ ス テ ー シ ョ ン 開設工事等開始

9 28 RCU増床 ・ 個室化工事終了 RC 
U重症受入病床増床、 軽症中等症受入病床減床

10 13 北13階の軽症中等症受入病床減床 RCU重
症受入病床減床

発熱外来 に看護管理者が応援

13 北13階病棟軽症中等症患者受人病床増床

1 16 北10階病棟 ク ラ ス タ ー 発生 し病棟一時閉鎖

21 中11階病棟 ク ラ ス タ ー 発生 し病棟一時閉鎖

コ ロ ナ 病床数 対応

・ 介護老人保健施設 ラ イ フ ケ ア 中津の戦員は、 出勤可能者 は 19名で全体の 1/3で あ り 、 陰性
者、 接触者で ゾ ー ニ ン グ対象の 介護老人保健施設 ラ イ フ ケ ア 中津入所者の 日 常生活の ケ ア
と 呼吸器症状の観察の た め に病院か ら 職員 を派遣す る 。

・ 施設の た め モ ニ タ ー や酸素配管 も な く 、 特 に 呼吸器系の フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト が重視 さ
れ る た め 、 呼吸器内科病棟所属 の北11階看護師全員 と 各部署か ら の総勢65名 の 職員 を派遣
す る 。

・ 施設管理者 も 自 宅待機 と な っ た た め、 看護副部長、 病棟師長 も 派遣す る 。 ま た入退院調整
の た め に地域連携の看護師 も 派遣す る 。

患者数の増加 に よ り 北13階病棟軽症中等症患者受入病床を21床か ら 24床へ増床
• 12月 28 日 か ら 介護老人保健施設峨員が徐々 に 復帰 し た た め病院に 引 き 上 げ る 。

合計27床 ・ 介護老人保健施設 ク ラ ス タ ー の終息を保健所に届 け 出す る 。 (2021 . 1 .6)
軽症 ・ 中等症 患者数が減少 し 、 北13階病棟で の運用で可能 と な っ っ た め、 北 9 階病棟 と 北12階病棟の機能
北13階 24床 を元の機能へ戻す。
RCU 1 床 • 1 月 23 日 か ら 患者 4 名、 職員 4 名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る 。璽症 ・ 陽性患者 は コ ロ ナ 専用病棟に移動 し 、 濃厚接触者、 接触者を コ ホ ー ト 隔雛す る 。RCU 2 床 ・ 職員 も 陽性、 濃厚接触者 と な り 自 宅待機 と な っ た た め、 血液内科病棟経験看護師、 看護副

部長で病棟運営を行 う 。
• 2 月 13 日 か ら 通常運用 と な る 。

合計27床
軽症 ・ 中等症 擬似症患者を含む病床か ら 陽性患者の み の 受 け 入れ と な る
北13階 24床
RCU 1 床

• 2 月 9 日 か ら 患者4名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る 。重症
RCU 2 床 • 2 月 23 日 か ら 通常運用 と な る 。

合計15床
軽症 ・ 中等症 フ ニ ー ズ 4 か ら 3 へ移行要請 に伴い北13階病棟軽症中等症患者受入病床を24床か ら 13床へ減北13階 13床

重症 床 し 、 RCUの軽症中等症患者受人病床を 1 床か ら 0 床へ減床す る

RCU 2 床

合計27床
軽症 ・ 中等症
北13階 24床 フ ェ ー ズ 3 か ら 4 へ の移行要請 に伴い北13階病棟軽症中等症患者受人病床を13床か ら 24床ヘ
RCU 1 床 増床 し 、 RCUの軽症中等症患者受入病床を 0 床か ら 1 床へ増床す る

璽症
RCU 2 床

患者数の増加 に よ り 北13階病棟軽症中等症患者受入病床24床か ら 27床へ増床す る

・ 済生会本部が大阪府支部管下病院へ派遣協力 を依頼 し 、 全国の済生会か ら 大阪府内 の済生
合計30床 会病院へ派遣協力 を い た だ ＜

軽症 ・ 中等症 ・ 中津病院に は済生会熊本病院か ら 2 名 の 派遣協力 を い た だ き 、 重症患者の ケ ア に従事 し て
北13階 27床 し ＼ た だ ＜
RCU 1 床 • 北10階病棟で患者 3 名、 職員 1 名 の ク ラ ス タ ー が発生す る 。

重症 ・ 浪厚接触者に該当 し な い看護師等を患者が重症化、 増加 し つ つ あ る コ ロ ナ 病棟、 そ の他病
RCU 2 床 棟、 外米へ応援を行 う

・ 経過観察中 に新た な 陽性者が発生 し た た め観察期間が延長 し 、 6 月 7 日 か ら 通常運用 と な
る

合計36床
軽症 ・ 中等症 患者数の増加 に 伴 い 北13階の軽症中等症受人病床を27床か ら 33床へ減床
北13階 33床
RCU 1 床

新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染症陽性訪問実績 は、 第4波5名 • 22件、 第5波10名 ・ 30件、 第 6 波 7璽症
RCU 2 床 名 ・ 32件の合計89件で あ る 。 健康観察窓 ロ ス テ ー シ ョ ン と し て 4 名 . 5 件実施す る

合計27床 大阪府か ら の フ ニ ー ズ 4 か ら 3 へ移行要請 に伴い北13階の軽症中等症受入病床を33床か ら 24
軽症 ・ 中等症 床へ減床
北13階 24床 ・ 患者数の増加 と 重症化が起 こ り 北13階へ の他部署か ら 応援を開始す る 。
RCU 1 床 ・ コ ロ ナ 陽性妊婦の 出産に備え、 コ ロ ナ 陽性妊婦の 出産 に つ い て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と （産科

重症 病棟、 コ ロ ナ 専用病棟、 手術室、 ICT、 医師） 濃厚接触者妊婦の 出 産 に つ い て シ ミ ュ レ 一

RCU 2 床 シ ョ ン （産科病棟、 コ ロ ナ 専用病棟、 JCT) を実施す る 。

合計36床 大阪府か ら の フ ェ ー ズ 3 か ら 4 へ移行要請 に伴い北13階の軽症中等症受人病床を24床か ら 33
軽症 ・ 中等症 床へ増床
北13階 33床

RCU 1床
大阪府か ら の 重症病床の 増床要請 に 伴 い RCUを 3 床か ら 7 床へ増床 と 個室化工事を 開始す重症

RCU 2 床 る

合計36床 ・ 大阪府か ら の重症病床の増床要請 に伴いRCUの増床 と 個室化工事を完了 す る
軽症 ・ 中等症 ・ フ ェ ー ズ 5 発出 の 際 に は、 コ ロ ナ 重症患者最大 7 名 ま で受 け人れ可能 と な る
北13階 33床 · RCU用 サ テ ラ イ ト ス タ ッ フ ス テ ー シ ョ ン を増設す る

重症 • RCUの 軽症中等症受入病床を 1 床か ら 0 床へ減床 し 、 RCU重症受入病床 2 床か ら 3 床ヘ
RCU 3 床 減床す る

合計27床 大阪府か ら の フ ニ ー ズ 3 か ら 2 へ移行要請 に伴い、 北13階の軽症中等症受入病床を33床か ら
軽症 ・ 中等症 25床へ減床 し 、 璽症受人病床RCU 3 床か ら 2 床へ減床す る
北13階 25床 北13階病棟看護師が担当 し て い た が、 外来の発熱者の増加、 陽性患者数の増加 に よ り 、 発熱

重症 外来 と コ ロ ナ 病棟の人員確保 の た め 、 北13階病棟看護師を病棟に戻 し 、 看護管理者が発熱外
RCU 2 床 来の応援をす る

大阪府か ら の軽症中等症 の み フ ェ ー ズ 5 発出 に伴い、 北13階の軽症中等症受入病床を25床か
ら 33床へ増床す る

合計35床 ・ 戦員 2 名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る
軽症 ・ 中等症 · 2022年 1 月 21 日 か ら 通常運用 を開始す る
北13階 33床

・ 職員 3 名、 患者 3 名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る 。重症
RCU 2 床 ・ 中11階 ス タ ッ フ 1 名 を除 く ス タ ッ フ 全員 自 宅待機 と な る

・ 中11階病棟は、 救急室看護師等で病棟運営を行 う た め救急診療を縮小 し 、 救急車一時受 け
入れ制限す る

次頁 に 続 ＜ • 2022年 2 月 1 日 か ら 通常運用 を開始す る
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2 病床運営と看護 師の動き

流行 年 月 日 事象 コ ロ ナ 病床数 対応の波

第 2022 ・ 職員 2 名、 患者 3 名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る
6 R4 • 2 月 1 日 か ら 通常運用 を開始す る 。

波 24 北 9 階病棟 ク ラ ス タ 一 発生 し 病棟一時閉鎖 ・ 診療機能維持 の た め 、 濃厚接触者職員 に勤務前 に 自 宅で抗原定性検査を実施 し 、 陰性を確
認 し 業務可の対応を行 う （厚生労働省 令和 4 年 1 月 28 日 付 無症状病原体保有者の療養
解除基準お よ び濃厚接触者の待機期間の変更に基づ く ）

・ 戦員 4 名、 患者 4 名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る
1 • 2 月 4 日 か ら 通常運用 を開始す る

25 東 9 階病棟 ク ラ ス タ ー 発生 し 病棟一時閉鎖 ・ 診療機能維持 の た め 、 濃厚接触者峨員 に勤務前 に 自 宅で抗原定性検査を実施 し 、 陰性を確
認 し 業務可の対応を行 う （厚生労働省 令和 4 年 1 月 28 日 付 無症状病原体保有者の療養
解除基準お よ び濃厚接触者の待機期間の変更に基づ く ）

・ 職員 2 名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る
28 東10階病棟 ク ラ ス タ ー 発生 し 病棟一時閉鎖 • ICT よ り 2 月 1 日 か ら 通常運用可能 と の判断で あ る が、 人員確保が十分で は な い た め専門

性の高い疾患患者 の み の受 け人れ と し 、 2 月 7 日 か ら 通常運用 開始 と す る

2 RCU重症患者受入病床増床 大阪府か ら 重症病床を フ ェ ー ズ2か ら 3 の移行要請 に 伴 い 、 RCU菫症受入病床を 2 床か ら 3
床へ増床す る

・ 職員 2 名、 患者 6 名か ら 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る
4 北 7 階病棟 ク ラ ス タ ー 発生 し 病棟一時閉鎖 • 2 月 12 日 か ら 適常運用開始予定で あ っ た が、 2 月 7 日 新 た な 陽性者が発生 し 、 2 月 16 日 か

ら 通常運用 開始 と な る
・ 特別養護老人 ホ ー ム 喜久寿苑の ク ラ ス タ ー の発生、 一般人院患者か ら の 陽性者の発生等、

患者数の増加 に よ 北13階病棟だ け で は入院受 け入れが困難 に な っ た た め北12階病棟 に臨時
の コ ロ ナ 病棟を増設す る

5 北12階病棟 コ ロ ナ 第 2 病棟開設 • 北12階病棟の専門性の高い泌尿器科、 耳鼻咽喉科の患者は中11階病棟へ転棟、 中11階病棟
の 腎臓内科の専門性の高い患者の み残留 し 、 そ の他の患者 は複数の病棟へ転棟を行 う 。

2 
・ 看護職員の配置は、 中11階 • 北12階 ミ ッ ク ス で配置す る が、 中11階病棟は北12階看護師が

対応 し 、 北12階病棟の コ ロ ナ 病床は概ね中11階病棟看護師で対応す る

・ 職員10名、 患者 8 名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る 。
• 2 月 16 日 か ら 通常運用 を開始す る 。

北10階病棟 ク ラ ス タ ー 発生 し 病棟一時閉鎖 ・ 診療機能維持 の た め 、 濃厚接触者峨員 に勤務前 に 自 宅で抗原定性検査を実施 し 、 陰性を確
認 し 業務可の対応を行 う 。 （厚生労働省 令和4年1月 28 日 付 無症状病原体保有者の療養
解除基準お よ び晨厚接触者の待機期間の変更に基づ く ）

CCU ・ 中 11階病棟 ク ラ ス タ ー 発生 し 、 病棟一 • CCU戦員 5 名、 患者 1 名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る
14 • CCU は2月 22 日 か ら 通常運用 を開始す る時閉鎖 ・ 中11階病棟は 2 月 20 日 か ら 通常運用 開始 と す る

19 北12階 第2 コ ロ ナ 病床一時閉鎖 患者数の減少傾向の た め 、 臨 時 コ ロ ナ 病棟北12階病棟を一時閉鎖 し 、 通常運用 が可能か状況
合計36床 を確認 の た め 一時閉鎖す る

1 中 9 階病棟再開 軽症 ・ 中等症 • 2020年 8 月 17 日 か ら 一時休床 し て い た 中9階病棟を成人 ・ 小児科混合病棟 と し て再開す る
北13階 33床 ・ 中 9 階病棟へ27人の人事異動を行 う

7 北12階病棟第 2 コ ロ ナ 病床か ら 一般病棟ヘ 重症 北12階病棟、 中11階病棟を通常診療機能 に戻す
RCU 3 床

・ 職員 5 名、 患者12名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る
・ 診療機能維持 の た め 、 濃厚接触者職員 に勤務前 に 自 宅で抗原定性検査を実施 し 、 陰性を確

12 北11階病棟 ク ラ ス タ ー 発生 し 病棟一時閉鎖 認 し 業務可の対応を行 う （厚生労働省 令和 4 年 1 月 28 日 付 無症状病原体保有者の療養
3 解除基準お よ び濃厚接触者の待機期間の変更に甚づ く ）

・ 3 月 27 日 か ら 通常運用 を開始す る

• CCU戦員 1 名、 患者 1 名 の 陽性者が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る
・ 診療機能維持 の た め 、 濃厚接触者瞭員 に勤務前 に 自 宅で抗原定性検査を実施 し 、 陰性を確

14 CCU ク ラ ス タ ー 発生 し 病棟一時閉鎖 認 し 業務可の対応を行 う （厚生労働省 令和 4 年 1 月 28 日 付 無症状病原体保有者の療養
解除基準お よ び濃厚接触者の待機期間の変更に基づ く ）

・ 3 月 22 日 か ら 通常運用 を開始す る
・ 職員 2 名、 患者 1 名 の 陽性が発生 し た た め病棟を一時閉鎖す る
・ 濃厚接触者に 該当 す る 13名 は 自 宅待機 と す る

2 中10階病棟 ク ラ ス タ ー 発生 し 病棟一時閉鎖 ・ 病棟運営 に つ い て は、 他部署か ら の応援体制で対応す る
・ 4 月 13 日 か ら 通常運用開始予定で あ っ た が新 た な 陽性者が確認 さ れ た た め、 4 月 16 日 か ら

通常連用 を開始す る

4 8 
・ 外来戦員 2 名 の 陽性が発生 し た た め、 病棟か ら 蹴員の応援 と し 、 診療機能を維持す る た め

外来受付 プ ロ ッ ク ク ラ ス タ ー 現職員を一時配置変え し 対応す る
・ 4 月 15 日 か ら 通常運用 を開始す る

・ 職員 2 名、 患者 1 名 の 陽性を確認

28 北12階病棟 ク ラ ス タ ー 発生 し 病棟一時閉鎖 ・ 混厚接触者 （職員 7 名、 看護学生 1 名） は、 最終接触 日 か ら 7 日 閻 自 宅待機 と す る
・ 病棟運営 に つ い て は、 他部署か ら の応援体制で対応す る
• 5 月 6 日 か ら 通常運用 を開始す る

合計27床
北13階病棟軽症中等症受人病床減床及び内訳変 軽症 ・ 中等症 ・ 大阪府か ら の フ ニ ー ズ 3 か ら 2 へ移行要請 に伴い、 北13階の軽症 ・ 中等症受入病床を33床

5 17 更 北13階 25床 か ら 25床へ減床、 透析患者対応病床 1 床受人可能病床 と し て 申請す る
RCU重症受入病床減床 璽症 • CCU/RCU重症受入病床を 3 床か ら 2 床へ減床す る

RCU 2 床
合計27床

軽症 ・ 中等症
16 北13階病棟軽症中等症受入病床 内訳変更 北13階 25床 高齢者 リ ハ ビ リ ・ ケ ア （専門職配置） 病床10床受入可能病床 と し て 申請す る

重症

6 
RCU 2 床

合計14床
軽症 ・ 中等症

20 北13階病棟軽症中等症患者受入病床減床 北13階 12床 大阪府 フ ェ ー ズ 1 移行 に伴 う 病床数変更
重症

RCU 2 床
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